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本 論 文 は、7世 紀 以 降 の イ ン ド哲 学 諸 派 とイ ン ド ・チ ベ ッ ト仏 教 諸 論 師 に多 大 の影 響 を与 え

た 、 西 暦600年 頃 の イ ン ド仏 教 哲学 者 ・論 理 学 者 で あ る ダ ルマ キ ー ル テ ィの 宗 教 哲 学 につ い て

の 研 究 で あ る。 基 本 資 料 は彼 の主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァール ッテ ィ カ』 の第1章 第3段 の聖 典

論 と、 第2章 で あ る宗教 章 全 体 と し、 そ の対 論 者 で あ る婆羅 門教 正 統 派 の ミー マ ー ンサ ー派 と

ヒ ン ドゥー教 雄 派 の パ ー シ ュパ タ派 の体 系 を対 照 研 究 して い る。

初 め に序論 の 第1章 で、 ダル マ キ ー ル テ ィ研 究 の歴 史 と潮流 を述 べ て、 本 論 文 の課 題 が現 在

の 学 界 のdesideratumで あ る こ とを開 示 した。 ダ ル マ キ ール テ ィ研 究 の端 著 は、 ビュー ラ ー が

ジ ャ イ ナ書 庫 で 論 理 学 ・認 識論 綱 要 書 と注 釈 『ニ ヤ ー ヤ ・ビ ン ドゥ釈 』 を発 見 した こ とに始 ま

る。 しか し世 界 の学 界 に ダル マ キ ー ル テ ィの名 と綱 要 書 の体 系 が知 られ る よ う に な った の は・

20世 紀 にな って ペ チ ェル ブル グの Φ.H.シ チ ェル バ トス コイが 、 当 地 のBibliothecaBuddhica

叢 書 か ら綱 要 書 の 出版 ・翻 訳 ・研 究 会 を公 刊 して か らで あ る。

第2期 の潮 流 はネパ ー ル の ダル マ キ ー ル テ ィ研 究 家 サ ー ン ク リ トヤ ーヤ ナ が、 チ ベ ッ ト寺 院
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所 有 の写 本 を撮 影 し、 多 くの仏 教 文 献 と共 に それ らを校 訂 出版 した時 期 に当 る。 即 ち1938年 か

ら1960年 に か け て主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル ッテ ィ カ』 諸 注 釈 と共 に公 刊 され 、 ま た 他 の 論

理 学 関係 綱要 書 もチベ ッ ト語訳 を主 資料 と して、主 と して ウ ィー ン学派 が研 究 して いった。 ビュー

ラー の講 座 で あ るが、 フ ラ ウ ワル ナ ー門 下 の 手 に成 る業 績 で あ る。

1980年 頃 か ら、 ダル マ キ ー ル テ ィの主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル ッテ ィカ』 の原 典 研 究 が そ

れ ぞ れ の分 野 で発 表 され るよ うに な り、 第3章 ・知覚 章 に続 い て第1章 ・推 論章 も前 半 頃 まで

主 と して 日本 人 学 者 が と り組 ん だ。 この第3期 に木村 は、 第2章 ・宗 教 章 を 研 究 した 。 今 回 、

第1章 の後 半 を 占 め る聖 典 論 本 偶 の原 典 解 釈 と合 わ せ、 ダル マ キ ー ル テ ィに先 行 して 論 駁 され

た ミー マ ー ンサ ー派 とパ ー シ ュパ タ派 の対 照 を加 え て博 士 論 文 と した。

序 論 の第2章 で、 ダル マ キ ー ル テ ィ年 代 論 を扱 った。 詩 劇 『ヴ ァー サ ヴ ァダ ッタ ー』 に、 他

の哲 学 者 と並 ん で ダル マ キ ー ル テ ィが 比 喩 に援 用 され て い る事 を考 証 して 、 作 者 スバ ン ドゥの

年 代 よ り遡 上 し、 私 淑 した仏 教 論 理 学 者 デ ィグ ナ ー ガ とそ の影 響 下 の ニ ヤ ー ヤ学 派 の ウ ッデ ィ

ヨー タカ ラ と ミー マ ー ンサ ー派 の クマ ー リラの後 で あ る とい う極 めて 限 定 さ れ た年 代 、c.550

～620年 とい う結 論 を得 た。 更 に ダ ル マパ ー ラが ダル マ キ ー ル テ ィを 援 引 し、 チ ャ ン ド ラキ ー

ル テ ィが ダル マパ ー ラ と同 年 代 で あ る こ とを論 証 した。彼 らは玄 弊以 前 の年 代 か ら、 ダル マキ ー

ル テ ィ の同 時 代 の後 輩 とな る。 デ ィグ ナ ー ガの年 代 を フ ラウ ワル ナ ー説 に従 った 後 は、 ダ ル マ

キ ー ル テ ィ、 ダ ル マパ ー ラ、 チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィの年 代 にっ いて 新 しい知見 を 学 界 に提 示 し

た。 序論 を借 用 して 年 代 を論 じたの は、 本 論 にそ の場 所 が なか った か らで あ る。

第3章 は、 詩 人 と して も著 名 で あ った ダル マ キ ー ル テ ィの詩 か ら、 人 物誌 に資 す る12篇 を 訳

出 して 考 察 した。 叙 情 詩 で あ るか ら史料 に は な らな か ったが 、生 前 か ら書物 が非 難 され て い た

こ と、 自 らの精 進 を 秘 やか に修 め て いた こ と、 さ りなが ら自 己の体 系 と著 作 に は並 々 な らぬ 自

負 を覚 え て い た こ と な ど を看 取 で きた。 何 よ り も詩 人 ダ ル マ キ ール テ ィの面 目を取 り上 げ た こ

と 自体 、 学 界 で 珍 しい興 味 深 い仕 事 にな った。 そ こで 「仏教 々団 を荘厳 す る」 とい うスバ ン ドゥ

の筆 が ダ ル マ キ ー ル テ ィを指 した もの とす るわ れ わ れ の年 代 論 的 な 根 拠 も 「詩 人 ダ ル マ キ ー ル

テ ィ」 の 把 握 と係 わ って お り、 序 論 の 第3章 で は この 方 面 を分 析 し た 所 以 で あ る 。 「荘 厳

alaムkar的)」 とい う言 葉 を巡 って学 界 に長 ら くの混乱 が あ った。

これ まで の ダル マ キ ー ル テ ィ年 代 は、 単 に玄 舞 が 『大 唐 西 域 記』 等 で 沈 黙 して い る こ との み

か ら、7世 紀 半 ば と して 扱 わ れ て きた が、 わ れわ れ はスバ ン ドゥの年 代 を その序詩 の記 述 によ っ

て 、 彼 が ヤ シ ョー ダ ル マ ン王 の 宮廷 詩 人 で か っ西 暦583年 の死 後3人 の マ ー ラ ヴ ァ国 支 配 者 を

経 験 して い る と見 て 、 西 暦555～625年 頃 の生 存 と見 、 ダル マキ ール テ ィ はデ ィ グ ナ ー ガ や そ の

影 響 を受 けた クマ ー リ ラと ウ ッデ ィ ヨー タカ ラに挟 ま れ る狭 い年 代 のc.550～620年 と設 定 した

の で あ る。 この 傍証 は、 ダル マ パ ー ラ及 び チ ャ ン ドラキ ー ル テ ィとい う二 人 の仏 教 哲 学 者 が ダ
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ル マ キ ー ル テ ィ と同 時 代 で あ る と い う新 知 見 か らも得 て い る。 この二 者 の年 代 も付 随 的 に本 論

文 の筆 者 が 学 界 に提 供 し得 た もの で あ る。

我 々 が 見 た ダ ル マ キ ール テ ィの詩 は、 仏教 転 向時 の青 年 時 代 と見 られ る もの か ら、 諦 念 を籠

め た 遺 偶 の ご と き もの まで あ るが 、 スバ ン ドゥが言 う 「仏 教 々団 を荘 厳(し ょ う ご ん)す る」

と い う詩 は、 チ ベ ッ ト語 訳 に の み残 る 「浬 葉賛 」 が典型 的で あ って、非公 式 な 「国際 ダル マキ ー

ル テ ィ学 界 を主 宰 す るウ ィー ン大 学 のE.シ ュ タイ ンケ ル ナ ー博 士 が ドイ ッ語 に重訳 して い る。

叙 情 的 な これ らの詩 の中 に も、 ヒ ン ドゥー神 学 否 定 等 の ダル マ キ ー ル テ ィ哲 学 が散 見 され 、 作

者 につ い て の 同定 の躊 躇 の学 界 傾 向 も、 筆 者 の研 究 結 果 か ら払 拭 で き た。

さて 本 論 は第1篇 と第2篇 に分 れ る。 第1編 は聖 典 に っ い て の婆 羅 門 教 との 論 争 を通 して ダ

ル マ キ ー ル テ ィが築 い た認 識 所 依 にっ いて の哲 学 体 系 を、 認 識 論 と聖 典論 か ら理 解 す る もの で

あ る。 聖 典 論 は 自ず か ら第2篇 の テ ーマ にな る宗 教 的権 威 につ い て の議 論 と密 接 に 関 連 す る。

そ こで 第1篇 の第1章 は、 ダ ル マ キ ール テ ィが聖 典 論 の対 論 者 で あ った ク マ ー リ ラの 所属 す る

ミー マ ンサ ー学 派 の宗 教 的 な認 識 論 を 取 り上 げて、 ヴ ェー ダ聖 典 が彼 らに と6て 最 勝 の認 識 根

拠 とな る所 以 を報 告 す る。 婆 羅 門 教 の 最 も伝統 的 な この派 の根 本 テ キ ス トで あ る 『ミー マ ー ン

サ ー ・ス ー トラ』 の初 頭 に お いて 、 ヴ ェ ー ダ祭 祀 の福 利 を認 識 させ る もの は ヴ ェ ー ダの教 令 以

外 にな い こ とを論 じて い る。 なぜ な ら未 来 の果 報 を知 ら しめ る認 識 根 拠 は直 観 で はな く、 永 遠

の言 葉 っ ま り啓 示 で あ る ヴ ェ ー ダの教 令以 外 に な い こ とを言 う。 っ ま り信 仰 の上 に築 か れ た 福

音 的認 識 根 拠 を神 学 的 に措 定 して い る。

注解 者 の シ ャバ ラス ヴ ァー ミ ンは これ を、 ヴ ェー ダの非 人 為 性 、 つ ま り作 者 が存 在 しな い 啓

示 聖 典 論 に ま と め た。 ミー マ ー ンサ ー 派 中興 の祖 で あ るク マ ー リラ は、 浩 潮 な 『シ ュ ロー カ ・

ヴ ァール ッテ ィカ』 にお いて 、 人 間 の著 作 が誤 謬 を含 み、 ゆえ に非人 為 的 な ヴ ェー ダが無 謬 で

あ る と弁 論 した。 こ とに ブ ッダ の聖 典 が人 間 の言 葉 ゆ え に誤 謬 あ りと論 難 した こ とか ら、 第3

章 で 見 た よ うに ダル マ キ ー ル テ ィの反 論 が始 ま った。 『ミーマ ー ンサ ー ・ス ー トラ』 に対 す る

シ ャバ ラ ス ヴ ァー ミンの注 釈 で は、 次 の 第2章 で見 る ヨー ガ行 派 の存 在論 で あ る唯心 論 に対 す

る ミーマ ー ンサ ー派 の存 在 論 と して の 外 境実 有 ・心 識 無 常 説 を開 陳 して い る。 次 に クマ ー リラ

の 評 釈 書 『シュ ロー カ ・ヴ ァー ル ッテ ィ カ』 の構 成 を第2節 で 調 べ て、 『ミーマー ンサ ー ・ス ー

トラ』 疏 の初 め の宗 教 的 認 識 論 に対 応 す る テ ーマ を1514偶(3028行)の 膨 大 な議 論 に充 て た こ

とを言 っ た後 、特 に彼 の術語 と して の 「自証性(svata加ram帥yam)」 にっ い て注意 した。 ヴ ェー

ダの 真 理 性 は他 の認 識 根 拠 で 保証 され る もの で は な く、 っ ま り直 観 で も理 解 で きず論 理 実 証 も

で きな い と い う啓 示 論 的 宗 教 的認 識 論 に工 夫 した こ とを見 た。 対 置 的 に ダ ル マ キ ー ル テ ィ は 、

宗 教 的 権 威 性 を直 観 と論 理 で 検 証 す べ き もの と主 張 したか らで あ る。

ま た ク マ ー リラ とは敵 対 す る学 派 にな った プ ラバ ー カ ラ ミシ ュ ラ とそ の注 釈者 の系 統 に つ い
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て第3節 で見 て、 特 にそ れ が ヨー ガ行 派 の唯 心 論 哲 学 に対 抗 す る 目的意 識 を持 って い た こ とを

見 た。 この グル派 の シ ャー リカ ナ ー タ ミシュ ラに な る と、 ヨー ガ行 派 の代 表 者 に ダル マ キ ー ル

テ ィを設 定 して、 彼 の偶 を 引用 し論 駁 して い る こ と を見 た。 他 方 、 ダル マ キ ー ル テ ィは、 小 乗

仏教 の経 量 部 的哲 学 と大 乗 仏 教 の ヨー ガ行 派 的 哲 学 を重 層 して体 系 化 して い る こ とは、 第2章

で 見 る。

彼 の 重 層 性 は総 合 仏 教 学 派 と呼 ぶ べ き もの が あ る。 論 理 学 は デ ィグ ナ ー ガ の成 果 を受 容 して

更 に工 夫 し、 そ の上 に仏 教 各 派 の存 在 論 を認 識 論 の上 に整 備 し直 した。 第 土節 で は、 実 在 の メ

ル ク マ ー ル と して ダ ル マ キ ー ル テ ィが 強 調 した対 象 の効 果 的 作 用(arthakriya)能 力 と い う こ

とを 、説 一 切 有 部 の時 間 論 に お け る 「現 在」 の定 義 実 有 の作 用 性一 と 『ニ ヤ ー ヤ ・バ ー

シ ュ ヤ』 で 言 う特 定 対 象 の作 用 性一…..一概 念 的対 象 は働 きが な い一 の両 方 か ら受 容 して 発 展 さ

せ た哲 学 で あ る こと を注 意 した。 前 者 は ヴ ァスバ ン ドゥの 『ア ビダル マ ・コ ー シ ャ』 か ら採 っ

た もの、 経 量 部 的 な ヴ ァスバ ン ドゥも この有 部 説 を良 し と して い た。 また ヴ ァー ッ スヤ ー ヤ ナ

の 『ニ ヤ ー ヤ ・バ ー シ ュ ヤ』 は婆羅 門教 の論 理 学 な が ら ダル マ キ ール テ ィの必 読 書 で あ っ た ら

し く、 他 に も語 句 を 踏 まえ た 所 が あ る。 例 え ば ヴ ェー ダの教 令 の典型 と して ダル マ キ ール テ ィ

が よ く挙 げ る 「天 を望 む 者 は祭祀 せ よ(svargakam的yajeta)」 も、 ウパ ニ シ ャ ッ ドか ら と い

うよ り この書 の 引 用 か も知 れ な い、 と した。

第2節 で は経 量 部(以 下 「経 部 」 と略 称)の 哲 学 を ダ ルマ キ ール テ ィが どの よ うに認 識 論 と

して発 展 させ た か を見 た。 一 体 、 経 部 は有 部(説 一 切 有 部)の 革 新 派 で、 実 定 性 の あ る教 団 で

は な いが 、 哲 学 的 に は有 部 よ り整 備 した もの を持 って いた。 研 究 者 は ヴ ァス バ ン ドゥを も この

系 譜 に入 れ た が、 そ の 『ア ビ ダル マ ・コー シ ャ』 を よ く読 ん だ ダル マ キ ー ル テ ィ も今 や そ の系

譜 の流 れ を汲 む者 に な って い る。

第2節 で経 部 的 な認 識 論 と ダル マ キ ー ル テ ィへ の展 開 を見 た。 この派 の呼 称 は、 有 部 の ア ビ

ダ ル マ解 釈 学 に依 らず 直接 、 経 典 に依 拠 す る と い う意 味 だ った。 ダル マ キ ー ル テ ィ も直 接 に原

始 経 典 〔ア ー ガ マ〕 を典 拠 と して ブ ッダ の論 理 性 と救済 者 性 を弁 証 して お り、 そ の意 味 で も こ

の 派 の 精 神 を踏 ま え て い る。 金 倉 圓 照 博 士 が ヴ ェ ー ダ ー ン ダ文 献 の伝 え る経 部 説 を報 告 さ れ た

よ うに、 この派 は直 観 の対 象 を眼 な ど の感 官 と同 刹那 〔同時 〕 の対 象 の次 の刹 那 を対 象 に して

い る と考 え、(丁 度、 観 察 中 の星 が実 は何 年 も前 の姿 で あ る様 に)直 観 は実 在 〔現 壷 〕 の対 象

を知 覚 で き な い と主 張 した。 直 観 の 刹 那 に続 く刹那 に起 る判 断知 が 、 わず か に外 部 世 界 の存 在

を推 知 させ る のだ と言 った。'

ダル マ キ ー ル テ ィは、 直 観 対 象 の 実在 性 を、 初 め に言 った対 象 の効 果 的 作 用能 力 か ら検 証 で

き る と した新 しい存 在 論 を設 定 した が、 判 断知 に つ い て は言 語 表 現 と結 び付 くゆ え に直 観 で は

な い と しな が ら、 単 に過 去 の認 識 の想 起 に依 拠 す る誤 認 で もな く、世 俗 的 に は一 定 の 真 理 性 が
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あ る(pramapyamvyavahar町a)と 規 定 して い る(本 論 第2篇 第2章 で 見 る)こ と に言 葉 の

問題 と関連 して、 却 って重 要 な認 識 作 用 で あ る。 判 断 知 に準 じて言 語 表 現 に も、 全 く真 実 に基

づ か な い表 現 と実 際 の対 象 に基 づ く もの 、 及 び両 者 の 中 間 また は混 清 した も の が あ る と す る。

直 観 は判 断 や言 葉 を含 ま な い と した先 躍 デ ィグ ナ ー ガの規 定 が あ った為 に、 ダル マ キ ー ル テ ィ

の 筆 致 は これ を巡 って逡 巡 が あ る よ うに見 受 け られ るが 、 ニ ヤ ー ヤ 学 派 か らは 明 瞭 に経 量 部

(SautrantikaO)と され る ダル モ ー タ ラ は、 『ニヤ ー ヤ ・ビン ドゥ釈 』 で 直 観 の章 の巻 末 に と く

に こ の こ とを付 記 して、 「有 分 別 知 覚(savikalpaka-pratyak§am)」 とい うことを措定 して い る。

ダ ル マ キ ー ル テ ィは経 部 的 認 識論 で終 わ るの で はな く、 デ ィグ ナ ー ガの立 場 で あ った 唯心 論

的 な認 識 論 、 即 ち認 識 対 象 と認 識 作 用 と認 識結 果 は一 心 の展 開 で あ る とい う哲 学 体 系 も吐露 す

る。 その 場 合 、 認 識 結 果 は感 情 な どの 自証知(svasaη 評edanam)と 呼 ぶ 心 理 と 同一 次 元 で あ

る と し、 例 え ば 青 い物 を 「美 しい」 と い う感 情 と共 に 「青 い」 と判 断 す る こ とを言 う。 認 識 を

一 心 の展 開 とす る ゆ え
、 自証 知 は認 識 の 結 果 で あ る と共 に発 動 す る原 因 で もあ る と ダル マ キ ー

ル テ ィは言 う。 わ れ わ れ が この立 場 を唯 識 派 とい う伝 統 的 呼 称 で 呼 ば な い の は、 彼 の哲 学 が一

心 の展 開 と い う段 階 に留 ま らず、 対 象 が 空 だ か ら認 識 す る心 も空 だ と い う古 い ヨ ーガ行 派 的 空

の立 場 に もダル マ キ ール テ ィ は進 む か らだ。 これ は主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル ッテ ィカ』 の

知 覚 章 で論 じて い るが、 宗 教 章 〔プ ラマ ー ナ ・シ ッデ ィ章 〕 で も、 心 の本 来 空 に して清 らか な

こ とを言 明 して 、 般 若経 の人 間観 を援 引 して い る。 これ ら二 っの思 潮 は ダルマ キー ルテ ィに と っ

て二 律 背 反 で はな く、 よ り高 い次 元 で は空 に な る と い う発想 で扱 う。 実 際 の論 調 は、 第2篇 で

見 るよ うに経 部 的輪 廻 説 や原 始 経 典(agam的)の 論 理 援 用 な ど経 量 部 に軸 足 を置 い て い る。

第4節 で は、 判 断 と言 葉 の認 識 論 を見 る。 ダル マ キ ール テ ィに と って言 葉 は話 者 の意 思 を伝

え る機 能 を評 価 され、 そ の意 味論 は社 会 的約 契(s麟ket的)に 基 づ く とい う。 即 ち婆 羅 門 教 最

右 翼 の ミー マ ー ンサ ー派 が主 張 す る意 味 論 で あ る永遠 に して本 質 的 な語 義 と い う有 りよ うを否

定 す る。 そ の実 際 の長 い議 論 は第3章 で 逐 語 的 に見 るが、 こ こで は判 断 と言 葉 の表 象 を～ 否 定

〔ア ポ ーハ=エ ポ ケ ー〕 的 に浮 か べ る とい うデ ィグ ナ ー ガか らの 哲学 を 展 開 す る。 即 ち 対 象 を

「非 牛 の 否 定=牛 とい う概 念 」 と い う操 作 で、 否 定 的 に把 握 す るの が判 断 で あ る と言 う。 対 象

自体 を肯 定 的 に把 握 で きな い時 に、 次 善 の策 と して 〔世 俗 的 に〕 認 識 す る と され 、 直 観 よ り低

い と見 る こ とで カ ン トの悟 性 論 とは対 照 的 で あ るが、 論 理 は この認 識 の上 に築 か れ るの で あ る

か ら、 重 要 な認 識 論 に な って い る。 これ 億 婆 羅 門教 の啓 示 論 的 言 語 論 に対 峙 す る仏 教 言 語 論 の

基 礎 に な って い るが、 そ こで は、 真 理 の 言 葉 は正 しい認 識 の人 間 に よ って の み 可 能 で あ る、 非

人 為 的 な言 葉 が あ る な ら、 それ は人 間 に は理解 され な い もの であ る と、 ダル マキ ール テ ィは反

駁 す る。

第3章 で 、 ダル マ キ ー ル テ ィの主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル ッテ ィカ』 第1章 〔推 論 章 〕 の
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後 段 の聖 典 論 を逐 語 解 釈 と研 究 に充 て、 ブ ッ ダの宗 教 的 権 威 の弁 証 の一 環 を把 握 す る。 そ の 内

容 に従 って6節 を 用 意 し、 テ ー マ に沿 って科 段 した。 第1節 は言 語 概 観 と仏 教 聖 典 の真 理 性 を

措 定 して い る。 この言 語 論 は先 行 す るア ポ ーハ 論 的 言語 論 の総 括 部 分 に 当 る。 真 実 の対 象 を基

礎 に持 っ言 葉 は、 サ ー ンクヤ派 の 「原 質(pradhanam)」 とか世 間で言 う 「「妖精 〔ウル ヴァシー〕」

と い っ た虚 言 と区別 され る。 ブ ッ ダの言 葉 は、 認 識論 的 に無 矛 盾 性 の もの と定 義 さ れ、 そ の所

以 は苦 の原 理 、 苦 の原 因 の原 理 、 苦 滅 の原 理 、 苦 滅 に到 る道(marg的)の 原 理 と い う4っ の

聖 原 理(catvaryaryasatyani)に 求 め られ る。 これ らは有 部 や経 部 の 瞑想 原 理 に な っ て い て 、

ダル マ キ ー ル テ ィは これ を仏 説 の根 本 で あ る救 済 原理 と して再 編 した。 第2篇 で 見 る主 著 宗 教

章 の 宗 教 的 権 威 の 弁 証 で もそ の根 拠 に され て い る。

第2節 で 、 ミー マ ー ンサ ー派 の論 敵 クマ ー リラの 『シ ュ ロー カ ・ヴ ァー ル ッテ イ カ』 で の啓

示 論 を 批 判 す る。 総 じて ヴ ェ ー ダの 内容 は認 識論 的 に根 拠 付 け られ な い と言 うの で あ る。 彼 ら

は、 福 音 を信 ず る以 外 に な い、 或 い は信 ず る者 の み救 わ れ る とい う宗 教 的認 識 論 に拠 って い た

が、 ダ ル マ キ ー ル テ ィは それ らの言葉 に基 礎 が な い 〔「天 国(svargaね)」 の よ うに 対 象 を持 た

な い〕 と い う こ と、 内 容 が無 意 味 で あ る 〔例 え ばく 火 は冷 気 を防 ぐもの〉 とい う 『タ イ ッテ ィ

リー ヤ ・サ ン ヒタ ー』の トー トロ ジー な ど〕 と い っ た根 拠 か ら論 駁 す る。

第3節 で文 法 学 派 の言 語 論 を論 駁 す る。 ヴ ェー ダ言 語 の分 析 か ら出 た文 法 学 派 は、 そ の 真 実

性 を言 霊(こ とだ ま)的 な ス ポー タ説 に よ って付 与 しよ うと した。 ダル マ キ ー ル テ ィ はそ の よ

うな形 而 上 的言 語 論 で は、 意 味 の種 々性 や 変 動 性 と い っ た現象 を説 明 で きな い と反 駁 した。 何

よ り仏 教 的 な刹 那 滅 の存 在 論 で は言 葉 も無 常 な音 声 を 本 質 とす る もの に過 ぎな い。 仏 教 聖 典 は

語 録 とい う性 格 を持 っ 。 言 葉 は社 会 的 約 契 と い う人 間 的 な現 象 の ゆ え に、 これ らの言 語 現 象 が

あ る とダ ル マ キ ー ル テ ィは見 る。 パ ー ニ ニ に よ'って集 大成 され た サ ンス ク リッ ト文 法 学 は、 更

にバ ル ト リハ リの 『ヴ ァー ク ヤ ・パ デ ィー ヤ』 で ブ ラ フマ ン説 と合 して形 而 上 学 に ま とめ られ

#が 、 ダ ル マ キ ー ル テ ィは情 報 伝 達 に資 す る言 葉 の機 能 とそ ぐわ な い と反 論 して い る。

第4節 で 刹 那 滅 説 か らの言 語 無 常論 を 吐 き、 第5節 で、 「真言=マ ン トラ」 と呼 ば れ る祈 疇

句 一 般 もそ の 効 用 は マ ン トラ作 者 の 知 や 修 行 力 に よ る謂 ゆ る加 持 力(a4hi§thanam>か ら く る

もの で、 や は り人 間 の力 に依 る と い う説 明 を して い る。 ダル マ キ ー ル テ ィの 頃 に タ ン ト リズ ム

が勃 興 して、 ヒ ン ドゥー教 か らジ ャイ ナ教 や仏 教 に も拡 が りを見 せ 始 め たの だ が 、 ダ ル マ キ ー

ル テ ィは 「辺 地 の 呪 術 医 法」 まで例 示 して、 霊 的 な言 葉 に も作 者 が 居 る と い う事 実 を 開 示 した

もの で あ る。 これ は初 期 の タ ン ト リズ ム を反 映 した説 明 で 、 その 史料 と して も興 味 深 い。

第6節 で、 ヴ ェ ー ダ聖 典 批判 の総 括 を見 る。 昇 天 とい う未来 の 福 利 は超 感 官的対 象 で あ って、

人 間 に よ る認 識 の外 にあ る。 聖 典(agamaゆ とは、 正 しい認 識 と違 背 しな い言 葉 で あ る と定

義 し、 人 間 の認 識 理 性 の対 象 外 の ヴ ェー ダの教 令 につ いて は真 と も偽 と も判 定 で きな い と。 か
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くて クマ ー リラのく 自証 性 〉 とい う聖 典 論 に対 して、 ダル マ キ ー ル テ ィは認 識 論 に基 礎 付 け ら

れ た権 威 性 を聖 典 に も とめ る。 そ の場 合 聖 典 は言 葉 で あ り、 言 葉 は論 理 と結 び付 くの で あ るか

ら、 論 理 的 明証 性 が 聖 典 の メ ル ク マ ー ル にな らな けれ ば な らな い と して、 主 著 宗 教 章 で敷 術 す

る。

本 論 第2篇 は この 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル ッテ ィカ』 第2章 を逐 語 解 釈 して、 ダ ル マ キ ー ル

テ ィ に よ る ブ ッダ(彼 は 「世 尊(bhaga晦n)」 と呼 ぶ)の 宗 教 的 権 威(pram的am)性 の弁 証

を把 握 す る。 論 理 学 的 問 題 点 につ いて は結 論 の部 で述 べ る。

宗 教 的権 威 の対 論 は ミー マ ー ンサ ー派 の ヴ ェー ダ論 で あ る と共 に(そ こで は面 白 い こと に神

〔諸 天(dev的)〕 よ り聖 典 と祭 祀 が 重 要 な の で あ る)、 ヒ ン ド ゥー教 パ ー シ ュパ タ派 の 神 学 で

あ る。 こ とに この 宗 派 が ニ ヤ ー ヤ論 理学 派 と結 び っ い て 神 の証 明(i忌vara-siddhi均)を 種 々 試

み た か ら、 仏 教 論 理 学 者 ダル マ キ ー ル テ ィの論 駁 す る所 とな った。 そ こで 第1章 で パ ー シ ュパ

タ派 の実 践 論(第2節)や 神 学 的 人 間 学(第3節)、 お よ び神 の証 明(第4節)に っ い て 論 じ

た。 第2、3節 の 資 料 は根 本 経 典 『パ ー シ ュパ タ ・ス ー トラ』 とカ ウ ンデ ィニ ヤの 註 釈 『パ ン

チ ャー ル タ ・バ ー シ ュ ヤ』 で あ るが 、第4節 で はニ ヤ ー ヤ学 派 中 興 の 祖 ウ ッデ ィ ヨ ー タ カ ラの

『ニ ヤ ー ヤ ・ヴ ァー ル ッテ ィカ』 を 中心 に、8世 紀 の 『タ ッ トヴ ァ ・サ ン グ ラバ 』(シ ャー ンタ

ラ ク シ タ著)と カ マ ラ シー ラ註 に引 用 され る他 の ニ ヤ ー ヤ学 者 の断 簡 か ら もデ ィ グ ナ ー ガ後 ダ

ル マ キ ール テ ィ まで の ニ ヤ ー ヤ学 派 の証 明 を 見 る。

彼 らの 神 の証 明 は、 形 あ る ものが す べ て 作者 の造 作 で あ る こ とを根 拠 に して、 山 ・川 等 も全

知 全 能 の 神 〔シ ヴ ァ〕 を作 者 に持 っ と い った論 理 を と る。 イ ン ドの論 証 パ タ ー ンは主 張 命 題 を

先 に言 明 し、 続 い て 論 拠 を開 示 す るが、 論 理 的 に は ア リス トテ レー スの演 繹 〔三 段論 法 〕 と同

じ集 合 的計 算 にな る。 「(大前 提)形 あ る もの は作 者 を持 っ 。(小 前 提)山 ・川 等 は形 あ る もの

な り。(結 論)ゆ え に山 ・川 等 は作 者 を持 っ 、」 とい う もの。 しか しこの証 明 は、 人 間 の工 作 に

由 る形 あ る もの と 自然 世 界 を故 意 に弁別 しな い表 現 で、 仏 教 側 は後 者 の作 者 を認 め な い。 従 っ

て 広 く承 認 され る集 合 計 算 に な っ て い な い。 こ の こ と を ダ ル マ キ ー ル テ ィ は 、 前 提 遍 充

(vyapti与)の 疑 問 な る論 証 式 と して批 判 した。 論 証 の基礎 に厳 密 な言 葉 の用 法 を要 求 し た の で

あ る。 ダ ル マ キ ー ル テ ィ後 の後 期 仏教 論 理 学派 で は、 神 の証 明 の批 判 が重 要 な テ ー マの一 つ に

な っ た。 それ らは ダ ル マ キ ー ル テ ィに依 って い る。

主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル ッテ ィカ』』第2章 は、 この批 判 を含 め た宗教 的 権 威 性 の議 論 を

進 め、.そ の 中 で ブ ッ ダを、 苦 等4つ の原 理 の 提 唱 ゆ え に人 類 救 済 の師 と して の宗 教 的 権 威 あ り

と弁 証 す る。 即 ち本 論 第2篇 の第2章 「ダ ル マキ ール テ ィの プ ラマ ー ナ論 」 は、 そ の弁 証 を含

む初 め33偶 〔シ ュ ロ ー カ=32字 の2行 詩 〕 を解説 した が、 この 中 に先 述 の経 量 部 的 認 識 論 も開

示 さ れ て い る。 な ぜ な ら 「権 威 」 を意 味 す る"pram的am"に は 「認 識 根 拠 」 の 意 味 もあ る ・
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デ ィ グ ナ ー ガ の 『プ ラマ ー ナ ・サ ム ッチ ャヤ』 は 「認 識 論 集成 」 の意 味 だ った。 ダル マ キ ー ル

テ ィ は そ の評 釈 と して 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァール ッテ ィカ』 と題 した が、 こ この章 を 「プ ラマ ー

ナ ・シ ッデ ィ 〔証 明 〕」 と名 付 け た の は、 ブ ッダを宗 教 的権 威 と して証 明 す る、 と の意 味 で あ

る。 そ の 弁証 は第3章 で 見 るが、 根 拠 は二 途 に分 れ る。 章 末 で言 う、 ブ ッ ダの悟 りの直 観 と教

説 〔言 明〕 論 理 の卓 抜 さで あ る。

悟 りの 内容 は苦 等4っ の 原理 で 開示 さ れ て い る と して 、主 著 宗 教 章 の後 半 を費 や して、 苦 ・

集 ・滅 ・道 の4っ の原 理 を テ ー マ に した評 釈 が 展 開 す る。 これ は デ ィグ ナ ー ガ の書 の範 疇 を全

く越 え た ダル マ キ ール テ ィの実 践 理 論 に な って お り、 本 篇 の第4章 で逐 語 解 釈 し、 研 究 した 。

彼 の議 論 は常 に他 宗 派 の哲 学 や実 践 の批 判 を伴 な って い るの で、 ダ ル マ キ ール テ ィを 研 究 す る

こ とは イ ン ド哲 学 史 を ひ も と く こ とに等 しい と シチ ェル バ トス コイ は言 う。 っ ま り仏 教 内 諸 思

潮 は ダ ル マ キ ー ル テ ィに お い て は総 合 化 と論 理 的 強化 の対 象 に過 ぎな くな って い る。 大 寺 院 や

大 教 団 で 教 学 に励 ん だ ので は な く、 婆 羅 門 教 か ら転 向後 も絶 えず 他 宗 派 との 切 磋 琢 磨 の うち に

精 進 した ら しい孤 高 の生 涯 を われ わ れ は彼 の叙 情 詩 か ら も汲 み 取 って い る。

彼 の 実 践 的 倫 理 学 は、 輪 廻 の要 因 を 業 と煩 悩(kle6的)に 依 る と し、 諸煩 悩 の根 本 を 、 自 我

意 識 とす る もので あ る。 そ れ まで の 伝統 的 な煩 悩 羅 列 に代 え て 、 因果 関 係 を 明 瞭 に して、 煩 悩

の払 拭 を 無 我 観 と い う根 本 実 践 に求 め る こ とが で きた。 苦 は本 能 的 自我 意 識 か ら喜 悦 を求 め る

煩 悩 に由 来 す る と し、 解 説 〔苦 滅〕 の道 を無 我 観 の実 践 と した の で あ る。 対 照 的 な他 宗 派 の 実

践 に つ い て 、 ジ ャイ ナの 苦行 は霊 我(jiv的)を 立 て た まま の無 意 味 な行 で あ る と し、 ミー マー

ンサ ー派 の 祭祀 主 義 は人 間 的 倫理 と関 わ りな く昇天 と至 福 があ る と考 え る矛 盾 を批 判 す る。サ ー

ン クヤ派 め霊 ・肉二 元 論 は霊 魂 を立 て る こ とで 解 脱 は不可 能 で あ る と、 彼 は指 摘 す る。 無 我 の

実 践 は、 認 識 論 の 中 で ヨー ガ者 の知 覚 とい うテ ーマ の中 に も組 み こまれ る。瞑想 対象 を苦 ・空 ・

無 常 ・無 我 等 の16相 とす る伝 統 的 な体 系 を、 知 覚論 の 中 で認 識 論 化 して 説 いて い るか らで あ る。

「結 論 」 に お い て ダル マ キ ー ル テ ィの如 上 の体 系 を ま とめ て報 告 したが 、 た だ そ の上 で 「証

明 」 と彼 が 言 って い る内容 の論 理 的 批 判 も、 問題 点 と して付 言 した。 それ は ブ ッダの 宗 教 的 権

威 性(pram的abhOtatvam)を 、 ブ ッダの 大 悲 の精 神 な い し救 済 の事 業 か ら推 知 せ しめ よ う と

す る主 著 宗 教 章 の論 理 につ いて で あ る。 ダル マ キ ー ル テ ィ自身 が 論 理学 の 規 則 を証 因 と所 証 の

遍 充 問 題 と して 〔ア リス トテ レー スの大 前 提 ・小 前 提 の如 くに〕、 厳 密 に 法 則 化 した に も拘 ら

ず、 「大 悲 」 な い し 「救 済 」 の推 論 根 拠 は集 合 論 的 に は ブ ッ ダの個 体 を 越 え る集 合 的 な概 念 で

はな い か ら、 集 合 論 にお け る推 論 と して のP・q→r、P・q、...r、 とい う推 論 に はな って

い な い。 そ れ は評 釈 と して の プ ラマ ー ナ ・シ ッデ ィ章 が 先躍 デ ィ グ ナ ーガ の 『プ ラマ ー ナ ・サ

ム ッチ ャヤ』 序 詩 〔礼 拝 偶〕 に付 され た説 明 を な ぞ った形 にな って い るか らで あ る。 従 って 内

包 上 の意 義論 的 な定 立(siddhiゆ と見 る以 外 に解 釈 で き な い。 た だ ダ ル マ キ ー ル テ ィの 議 論
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の過程 は論理的で あろ うとす る努力 に満 ちていた。

本 論文 の末尾 に、 基礎資料 とその略記号 の一覧表 を掲載 した。 イン ドか らのサ ンスク リッ ト

原典 の出版が揃 って約40年 、 わが国に金倉 圓照博士 がウ ィー ンの フラウワルナ ー博士 の業 績 を

紹 介 してか ら半世紀を閲 したが、今 では ウィー ン大学 のシュタイ ンケルナー教授 を中心 に非 公

式 な 「国際 ダル マキール ティ学会」 を形成 す るまで に至 って いる。 その流 れ は序論 の第1章 で

述 べた如 くで、 本論文 はその中に位置付 け られる。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は、 イ ン ドにお け る認 識 論 ・論 理 学 を大 成 し、 そ の後 の宗 教 哲 学 に大 きな影 響 を及 ぼ

した ダル マ キ ー ル テ ィ(法 称 、6/7世 紀)の 主 著 『プ ラマ ー ナ ・ヴ ァー ル テ ィカ(知 識 論 評

釈)』 の うちの 「ス ワ ー ル タ ・ア ヌマ ー ナ(推 知)章 」 後 半 、 及 び 「プ ラ マ ー ナ ・シ ッデ ィ

(宗 教 的 権 威 の 定 立 章)」 を 直接 資 料 と して、 彼 の宗 教 観 を 明 らか に しよ う と した も の で あ る。

序 論(第1一 第3章)、 本 論(第1篇 第1一 第3章 、 第2篇 第1一 第4章)、 結 論 か らな る。

序 論 、 ダル マ キ ー ル テ ィに関 す る研 究 史(通 常、3期 に分 け られ る)を 踏 ま え、 本 研 究 を そ

の第3期 の うち に位 置 づ け て そ の研 究 方 法 と課 題 を 提 示 す る。 即 ち梵 文 原 典 、 チ ベ ッ ト語 訳 な

ど の文 献 研 究 を踏 襲 す る と共 に、 従 来 の 研 究 が認 識 論 ・論 理 学 に関 す る分 野 を 中 心 に進 め られ

て き た の に対 して、 ダル マ キ ー ル 子 イの 宗 教 者 と して の面 を解 明す る こと に力 点 を置 こ うとす

る ので あ る(第1-2章)。 次 いで、 彼 の年 代 論 に関 して 、 これ まで に用 い られ 言 及 さ れ て き

た諸 資 料 を再 吟 味 しっ っ、 有 力 な7世 紀(600-660年)説 に対 して、6世 紀 後 半(c.550-620

年)説 を探 ろ う と して い る。

本 論 、 第1篇 第1章 。 正 当的 なバ ラ モ ン教学 の担 い手 た る こ とを 自負 す る ミー マ ー ンサ ー派

が"ヴ ェー ダの教 令(codana)の 言 葉 は非 人 為 的 な啓 示 で あ る が 故 に真 理 で あ り、 未 来 の 果

報 を保 証 す る"と し、 ま た"超 感 官 的 な 世 界 も含 め て外 界 が実 在 す る"と 主 張す るの に対 して、

ダ ル マ キ ー ル テ ィは、"世 俗 的 な 日常 の認 識 主 体 、 認 識 の 場 にあ って は外 的世 界 が虚 妄 で あ り、

ま た言 葉 を飽 く迄 も人 為 的 な もの、 生 起 す る故 に無 常 な もの"と す る佛 教 の 立 ち場 を鮮 明 に し

て い る と して 、 両 者 が 鋭 く対 立 す る点 を 明 らか に して い る。

第1篇 第2章 。 ダル マ キ ー ル テ ィの 認 識論 の特 徴 を、 経 量 部(推 知 に よ って 、 日常 世 間 的 な

外 界 の現 在 一 刹 那 の実 在 を主 張 す る)と 喩 伽 行 唯識 派(無 我 論 に基 づ いて 外 界 の非 実 在 を主 張

し、 自己 認 識 の理 論 を立 て る)の 両 種 認 識論 を踏 ま え た重 層 的 な立 場 を取 る と ころに あ ると し、

宗 教 的 に は対 象 と認 識 主 体 を非 実 在(人 ・法二 空)と す る立 場 に立 っ ことを 確 認 して い る。
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第1篇 第3章 。 『知 識 論 評 釈 』 「ス ワー ル タ ・ア ヌマ ー ナ章 」後 半 の和 訳 解 説 を通 して、 ブ ッ

ダ の言 葉 の信 頼 性 の 根 拠 を 四 諦 説 に求 め、 ヴ ェー ダ哲 学(ク マ ー リラ 『シ ュ ロー カ ・ヴ ァール

テ ィカ』 の啓 示 論)と その常 住 な る音 声 語 の顕 現(ス ポ ー タ)説 の批 判 な どを詳 しく取 り上 げ

て い る。

第2篇 第1章 。 ダ ル マ キ ール テ ィが神 の存 在 証 明 に関 して 論 難 す る相手 は ニ ヤ ー ヤ(正 理)

派 の ウ ド ヨー タ カ ラ(6世 紀)で あ るが、 論 者 は、 ウ ドヨ ー タ カ ラが 自身 を"パ ー シ ュパ タ

(獣 主 、 シ ヴ ァ派 の一)派 の師"と 表 明 して い る こ と に注 目 し、 彼 が サ ー ンク ヤ(数 論)派 の

puru§a(精 神 、 非 作 者)・pradhana(非 精 神 、 世 界 原 因)の 二 元 論 に基 づ く世 界 を 批 判 し、

"日 常 経 験 に照 ら して 精 神(知 あ る者)が 世 界 を主 宰 す る(動 か す)
、 即 ち そ れ は一 切 智 者 ・

神(16vara)で あ る"と 主 張 す るの に対 して、 ダ ルマ キ ール テ ィは、"知 あ る者 と い う表 現 に 、

日常 の人 間 的 行 為 を越 え た経 験 外 の神 の作 業 まで も含 め る の は範 囲 が 広 す ぎ る と い う誤 謬 を犯

して い る"と し、 ま た"常 住 不 変 の神 に創 造 を帰 す る こ とはで きず 、 刹 那 的存 在 の み が 有 効 な

作 用 能 力(arthakriy話akti)を 持 つ 実在 で あ る"と す る等 の主 張 に よ って 批判 した こ と を明 ら

か に して い る。 ま た、 この刹 那 的 実 在 ・作 用論 に基 づ く、 主 宰 神 の否 定 と反 否 定 の 熾 烈 な議 論

が そ の 後 の学 僧 達 に よ り重要 な 課 題 の1つ と して交 わ さ れ て い くこ と を も指摘 す る。

第2篇 第2-4章 は、 「プ ラマ ー ナ ・シ ッデ ィ章 」 全 体 を和 訳 解 説 し、 本 章 が ブ ッ ダの 宗 教

的 権 威 の定 立 を 目的 とす る こと を明 らか にす る。 そ もそ も本 章 は、 イ ン ドにお け る論 証 学 を認

識 論 ・論 理 学 と して 発 展 せ しめ た、鍮 伽行 唯 識派 の デ ィグ ナ ー ガ(陳 那 、5-6世 紀)の 主 著

『プ ラマ ー ナ ・サ ム ッチ ャヤ(集 量 論)』 ⑱ 序(帰 敬)偶 を解 説 す る と い う形 態 を と り、 序 偶 に

挙 げ られ る ブ ッ ダ(Bhagavat、 世 尊)の5つ の称 号(pram的a-bhhta宗 教 的権 威 、jagaddhit-

ai§in世 の利 益 を楽 う方 、 語st昌 教 師 、sugata善 逝 、tayin救 世 者)を 解 説 し、 殊 にt砂inに 関

して 、 苦 ・集 ・滅 ・道 の 四諦(16行 相)、 有 我 に執 着 す る煩 悩(有 身 見 、satkayadr§ ψ,sattva-

dar6ana)の 断 滅 に よ って 悟 りを得 る とい う修 道 ・実 践 論 を開 示 して い る とす る。 論 者 が こ の

章 をく 宗 教 章 〉 と呼 ぶ所 以 で あ る。

結 論 。 これ まで の所 論 を要 約 し、 最 後 に ダ ルマ キー ル テ ィ は 「プ ラマ ー ナ ・シ ッデ ィ章 」 に

お い て ブ ッ ダの権 威 性 を大 慈 悲 ・利 他 行 よ り推 知 せ しめ て、 宗 教 的 な意 義 の上 か ら定 位 しよ う

と し、 か っ そ れ を 四諦 の真 理 に基 づ い て無 我 観 の修 行 と して教 示 した点 に ダル マ キ ー ル テ ィの

宗 教 者 と して の実 像 が あ る と指 摘 して い る。

論 者 は、 「プ ラマ ー ナ ・シ ッデ ィ章 」 の翻 訳 ・解 説 の た め に デ ーベ ン トラブ ッデ ィ(7世 紀)、

プ ラジ ュ ニ ャー カ ラ グ プ タ(8-9世 紀)、 マ ノー ラ タナ ンデ ィ ン(10-13/11世 紀?)の 諸

註 釈 を用 い て い る が、 そ の手 続 き と用 い方 に お いて、 な お周 到 な配 慮 が望 ま れ る。 しか し、 難

解 な本 評 釈 の、 これ まで全 章 に わ た る現 代 語 訳 の公 表 され て いな い 「プ ラマ ー ナ ・シ ッデ ィ章」
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を、 パ ーシュパ タ派神学 な どの諸対論者 の教理 を も敷術的 に解説 しつつ全訳 し、 また従来の ダ

ルマキ ールテ ィの年代論 に対 す る再 吟味な どの基礎研究 を積 み重ねて、彼 の全体像 の解 明に一

歩 を進 め た功績 は大 きい。

よって本論文 の提 出者 は、 博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分 な資格 を有す る もの と認

め られ る。
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